
展覧会のお知らせ

ミ ュージアムミ
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「小川原脩自伝風な展覧会―夏・空よ！」

小川原脩作品の随所に現れる「空」をテーマに小川原作品をご紹介します。

　会期：開催中 10 月 18 日（日）まで

　今朝がた、4匹のカモの親子連
れが国道を横断していました。し
ばし車を止めて眺めていました
が、対向車線の車中で、その愛ら
しい姿に見とれている若いカップ
ルの何と微笑ましい雰囲気、素敵
な笑顔。
　その時、美術館のことが頭に浮
かびました。来館される皆さまが、
こんな和やかな表情をしたくなる
ような美術館であったら、と。美
術館というのは、単に作品を見る
ためだけの場所ではありません。
土曜サロンなどの多彩なメニュー
も用意していますが、時には、眺
めの良いロビーの椅子に腰を落ち
着けて、まったりとした時間を過
ごすのも悪くはないのでは。

美術館長から

柴柴
しばしば

 　 　勤勤
つとむつとむ

館　長

8 月の休館日　25,31 日
夏休み期間（7/22 ～ 8/24）は休まず開館

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分）

小川原脩記念美術館
☎ 21-4141

倶知安風土館
☎ 22-6631

■常設展示

■企画展示

「しりべしミュージアムロード共同展　道―On the Road　

小川原脩記念美術館のテーマは『帰り道』」

　有島武郎・木田金次郎・西村計雄・山岸正巳・ピカソ、そして小川原脩

の作品が一堂に会しました。ぜひご覧下さい。

　会期：開催中 8月 30日（日）まで

「第 57回　麓彩会展」

　昭和 38年、古い公民館の一室から始まり、この土地の芸術文化の一翼を

担ってきた麓彩会展。今年も 13名の作家たちの個性あふれる作品が集まり

ます。

　会期：9月 5日（土）～ 10月 18日（日）

アート・イベントのお知らせ

「モンパルナスの芸術家村」

　日時：8月 1日（土）14 時～ 15 時

　講師：柴　勤（当館館長）　会場：当館映像ルーム　聴講無料

■土曜サロン

第 8回　小川原脩記念美術館絵画コンクール「ふるさとを描こう」

　私たちのふるさと後志は、山から海へと変化に富んだ風景が連なり、小川原脩をはじめ後志生まれの画

家たちも、この「ふるさとの風景」が大好きでした。皆さんそれぞれが思い描く「ふるさとの風景」を、

自由に描いてください。たくさんの作品をお待ちしています。

■応募期間／ 9月 18 日（金）まで（締め切り必着）

■応募資格／小樽市を除いた後志管内の小学生

■応募の決まり／四つ切画用紙に水彩かクレヨンで描かれた未発表作品を応募（応募は一人 1作品）

　詳しくは、各学校で配布される案内をご覧いただくか、小川原脩記念美術館までお問い合わせください。

ミュージアムロード共同展

『道－ On the Road』各館テーマ

・木田金次郎美術館「絵がたどってきた道」

・荒井記念美術館「ピカソが歩いてきた道」

・西村計雄美記念美術館「北海道遺産」

・有島記念館「２つの道」

海と山と田園と　ミュージアムロード情報

　主催：小川原脩記念美術館友の会

　日時：8月 29 日（土）18 時から

　会場：当館ロビー　

　出演：野瀬　栄進さん（ピアニスト・作曲家／小樽市出身）

　料金：一般 1,300 円、友の会会員 1,000 円

■音楽とワインの夕べ

『むつ先生と　アートで　あそぼう！』　②おもしろい顔になぁれ！

　こどもから大人まで楽しめる作品づくりをします。雑誌などの写真を切り

抜き、組み合わせて、『かお』を描きます。むつ先生が楽しく教えてくれますよ。

　日時：8月 8日（土）13 時 30 分～ 15 時 30 分

　講師：宮崎むつさん（画家）　会場：当館ロビー　　参加費：無料　

　対象：幼児～小学生（未就学児は保護者同伴）

　定員：先着 30 名（当日会場で受付 13：00 から）

■造形活動ワークショップ



　空気が蒸し暑く、木々の葉の色もくすんで見える。目につく花々は帰化植物ばか

りで野の花々を楽しむには少々退屈だ。しかし、少し待とう。お盆を過ぎると蒸し

暑さも軽減し、秋の気配を告げる花々が咲き出す。

　秋と聞けばキキョウやリンドウを思い浮かべる方が多いかもしれない。しかし私

にとって、最初に秋の気配を伝えてくれる花といえばダイモンジソウである。生え

ている環境とあわせて、ダイモンジソウは際立った個性を持っている。

　まだ暑さが残る季節に、冷たい空気が留まるような岩崖の陰。垂直の崖面にへば

りつくように円い葉を広げ、長い花茎を空中に伸ばして白い花を集まって咲かせる。

遠目には線香花火のように見えるが、近づいてじっくり見ると、個々の花はその名

のとおり見事な「大」の字の形をしていることが判る。

―ダイモンジソウ―
389 回

『祈る女』

1983 年　小川原　脩　画

　薄く目を閉じた女性が合掌している。その頭上には細長い布

の束がはためき、なにか文字のようなものが浮かび上がってい

る。これはチベットで使われている文字で“オムマニペネフム”

と読み、訳は様々あるが「嗚呼、蓮華の中の宝珠よ永遠なれ」

という意味の祈りの言葉なのだという。

　布の束は何を描いたものなのだろう。タルチョと呼ばれる五

色の旗が屋根から屋根へ渡されてひるがえる様子は、チベット

の寺院の写真などで見ることができるが、どうも形状が違って

いる。小川原脩の遺した蔵書資料を調べていると、1 冊の写真

集の中に、この布の束はあった。チベットの中心都市ラサに架

かる「神様の渡る橋」に、祈りを捧げるためのおびただしい数

の布が縛り付けられていた。

　1981 年、82 年とラサを旅した小川原は、祈りの布をなびか

せる風を直に感じたことだろう。それまで強く意識したことの

ない「信仰とは何か」という新たな思いを抱きながら帰国した。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）
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　近隣では半月湖の湖面に降りてゆく遊歩道脇の岩壁でも見ることができ

る。岩壁面の円い大きな葉に注目すると見つけやすいかも知れない。因み

に東北ではイワブキと呼び、利尿剤として利用すると聞く。

　ダイモンジソウは低地から高地まで分布するが、崖や谷川の岩壁のよう

な特殊な場所に点々と生えている。そのためか、葉や花の形や色にバラツ

キが多い。この花の魅力に気づいた園芸家がこのバラツキを利用してさま

ざまな花色を作り出し、中には濃赤色の花をつける品種すらある。崖にあ

るこの花を見て思うのだが、野の花の魅力や個性は生えている環境と切り

離すことができない。ほら言うではないか、やはり野におけ野辺の花と。

文：岡崎　毅（倶知安風土館館長）　撮影：藤田　豊


